
m. Genus o!ot n c加' a HOPE, 1837 グ ロ コ カ'

ネ属
本属は東南アジア地域におけるクロコガネ亜族の
中にあって最大の属であり, 現在この地域だけで約
270種近くの種類を含んでいる。
この属は, HOPE が創設した時の記,校が簡単であ
ったために, 以来他の属との間に混乱が起り, 扱わ
れ方が非常に複雑である . 東南アジア地域だけに限
ってこの属を説明

する場合, 触角は
10節で葉片部は雄
雌とも 3 節で, 爪
は内側に垂直に立
った内歯を具え,
後胸板はたいてい
の場合, 長い毛に
被われるこ とな
どから他の属との
区別は可能であ
る。 しかし, 新大
陸に分布する大属
Ph:y11ophaga ( =
Lachnosterna) 属
と比較した場合,
私の手許にある狭
義の Phy11ophaga
属約50種程の標本
でさえ, 属の境界
線がどこに置かれ
ているのか判然と

o1ofnc加'a amamiana (NoMuRA)  アマミクロコ力' ネ

o!ofn'c加'a l. looc1noana (SAwADA) リ ュ ,ノキュ ,'ノク a 」 力字

しないような種が多い。
一時期, 1_'i面に光沢があり, 上翅に毛を欠などの
特徴をとらえて我国に産するこのグループを Lach-
nosterna 属として取り扱ってきたことがある。  し
かし, 背面における光沢や毛の有無などだけでは,
この種数の多いグループを完全に区別することは難
しいものと思われる。 また, 最近の論文の中でも
Ho1otrichia, Sophrops, Brahminaなどの諾属を
同一のものと見做し, 全て Holotnchia属として取

り扱っているようなものもある。  しかも, 前述の通
り新大陸に分布するPhyuophaga属とは, その明確
な区別が難しいことなどを考え合わせると,  このグ
ル ー プの位魔づけはさらに因難なものとなってく る
今後,  このグループの汎世界的な整理・ 再検l、t力
是非とも必要と思われるが, 現段階では, 我国に産
するこのグループの属名としてHlo1otr ichia を使用

するのが最も要当であろう

3
3

日本産種の検索
表

1.   前胸背前緑に
は直立した制11-
列を有する一

- - - - - 2 .

1'.  前胸背前系 \に
は剌毛列を欠 く

- - - - - 3.
2. 背面にはかな
り光沢がある。
前胸背の点刻は
小さく , 中央で
はまばらとなる
腹部は第5 節の
両側を除いて光
沢がある。 体長
l 6 ~ 20mm - -

---piCea WATER-
H OU SE

2'.  背面の光沢は
にぶい。 前胸背

の点刻は大き く, - 部でしばしばしわ状となる。
腹部は全体に光沢を欠くか, あるいはかすかな ^
光沢を有する。 体長17.5~21mm - - - - - - ・ ・

- - - - - - - - j1 araltela (MOTSCHULSK Y)
腹面全体に光沢を有する
311部は第5節の両側を除いて光沢を有する

4

4.   背面は黄褐色~褐色。上翅の隆線は明瞭。頭部
は小さく , 前頭は強くしわ状に点刻される。体長

日本産コフキコカネ族概説 ( 2 )
小 林 裕 和
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7.   頭部の点刻は円形。

7'.  頭部は後方に開いた, やや縦長の点刻を具える
尾節は離では械'溝状, 雌では中高で, 強く点刻さ
れる, 体長19~22mm - - - tokara (NAKANE)

8.  琉球列島に分布する

第 59 号 (1982年11月)

19~42mm - - - - - -・・ m'1onens1's (LEWIS)
-i '.  l f面は赤 ?,色~n高- 色で, 通常前胸1、fは上翅に
比べ?高一色を二,二する。 上 の隆線はかすかで不明瞭
頭部は横長で, 前頭は'き11に点刻されるがしわ状と
ならない。体長22 ~24mm - - aritai (NoMuRA、)

5. 前胸背後緑は1 列の点刻で緑付けられる

5'.  前的1'fの後緑は中央で緑付けられない一 - - 7・
6.   尾節板は基部近くで横長に高まり,  先端でやや

l-反する。体長l6~21mm - tonυexopyga MOSER
6' . 尾節板は先端近くで高まり, 先端部は平圧され
中央部に縦の四みを有する。 体長16.5~18mm

- - - - - - - - - diomphatia (BATES)

8'.  北流i道, 本州, 四国, 九州などに分布する。体
長l7~21 .5mm - - - - - ・ kiotoensis BRENsKE

9.   背面の光沢はにぶい。 小備板は全く点刻されな
いか, かすかな細点刻を具える。尾節板は雄では
なだらかに円く , 雌では先端 '.'3 でやや中高とな
る。 体長18~19mm - - - - amamiana(NoMuRA)

9' . 面は光沢がある。小 板には明らかな小点刻
を具える。 尾節板は雄では中央でかなり中高とな
雌ではなだらかに円し

- - - - - - - - 100Ch00ana (SANADA)
a . 上超の内側に位置する間室は,  シワ状あるい
は融合した点刻を fl、 える。 体長19~22mm

- - - - - SutSP. 100ch00a'Ia (SAwADA)
b.   上超の間室の点刻は融合せず, 基亜極に比べ
比較的まばらである。 体長19~22.5mm

- - - - Subsp. 0kiMωana (NoMURA)
1. Ho1otnchia picea WATERHOUSE, 187 5 コ ク

ロ コ ガネ

順面は暗赤掲色~ 11色。 i' i面は通常黒色であるが
個体により赤掲色を呈する。
分布: 日本 (北海適, 本州, 伊豆諾島, 四国, 九
州), 期鮮, 満州, 蒙占, 中国っ
伊豆語島に産する本種は, 一時期subsp. izuensis

NOMuRAとして扱われていたが, 多くの個体を検'、t
してみると, 亜種の特徴とされていた外部形態は,
伊豆話島以外の地域における本種においても認めら
れるため, 種としての独立性は認められない。
2. ao iot n c加a araMeia (MoTscHuLsKY, 1854)
オオクロコ ガネ

我国に産する本属中, 背面の光沢がにぶいものは,
本種と amamianaの2 種だけであり, 他の種との
区別は容易である。

分布: 日本 (本州, 四国, 九州,  対馬),  ,朝鮮,
済州島, 祥太, 満州, 中国, チベット。
3. ao1of n'c ﾍfa  m' p e%sl's (LE- Is,1895) ォォチ
ャイ ロコガネ

ー,f面の色彩および後胸には淡黄 色~黄白色の長
11-を密生するなどの点で, 他種との区別は容易であ
る。 長崎県五島列島を模式産地として記載された極
であるが, 原記載以降, 朝鮮, 東シベリア, 中国な
どでその分布が確認され,  また朝鮮では個体数もか
なり多く , 農業害虫としての報告もある程である
,・, 我国においてはその後採集の記録は見当らず,
者も日本産の標本を実検したことはない。 国内の

l'u  否には疑問が る
分布 : 日本 (九州 : 五島列島 ( ? ) ), '期19f, 東・,
ペリア, 中国。
-1. Ho1ot richia an tai (NoMuRA, 1964) ア リ タ

ク リ イロコ力'ネ
西表島を模式産地とし,  2 頭の雌に基づいて記,校
された。 我国に産する本属中, 上 の隆線が最も不
明瞭であり,  この点では前述のMtridiba属の種類
のような印象さえ抱かせる。
分布 : 琉球列島 (石ii i島, 西表島)。

5. ao1ot n'c加'a co,lυore_iyga MOSER, 1912 マ ル

才クロコ ガネ

尾節板の形態に特徴があり, 他種との区別は容場
である。
分布 : 日本 (本州, 伊豆話島, 九州), 中国。

6. aoiotn'c加'a d iom 11a h'a (BATES, 1 8)
チ aウセンクロコ ガネ
本種は事ft国の釜山を模式産地として記載され, そ
の後l913年にARROWによって長崎から,  そして
1954年に村山醸造によって対馬からそれぞれ記録さ
れている。 残念ながら筆者は, 国内産の本種を見る
機会を得ていない。
分布 : 日本 (九州, 対馬), 朝鮮, 済州島,  東シ
ベリア, 満州, 中国北部。
7. Holotnchia tokara (NAKANE, l956)  トカラ
クロコ ガネ

トカラ列島宝島を模式産地として記,絞; された。 外
観は kiotoensis に似ているが,  頭部の点刻などか
ら区別できる。
分布 : 琉球列島 (宝島, 中之島)。

8. o!of n'c加' a iofoe%sis BRENsKE, 1894 ク ロ

コガネ
本属中最も個体数も多く普通に採集される。 分布
域もほぼ日本全土におよぶ (琉球列島を除く )。  そ
のためもあって, 個体変異や地域による若干の違い
が認められる。 なお, 極名は模式産地である京都に
fh来している。
分布: 日本 (北海道, 本州, 四国, 九州, 対馬),

';明鮮, 律太, 東シベリア, 満州, 中国。
9. Ho1otnchia1oochooana (SAwADA, 1950)
リ ュウキュウクロコ力'ネ
本種は, 次の2 ilfi種に区別されている。

subsp. 100ch0oana (SAwADA, 1950), s. str.
石垣島で採集された3 頭の雄によって記 された。
背面にかな リ強い光沢を有する個体が多い。
分布 : 琉球列島 (宮古島, 石垣島, 西表島, 伊良
部島)。
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subsp. okinaωar,a (NoMuRA, 1964) オキナワク
ロコ ガネ

沖繩本島を模式産地として記載された。 基j ti細こ
比べ光沢のにぶい個体が多い。
分布 : 琉球列島 (沖總本島)。

10. aoiotn'c加'a amamiana (NoMuRA) ア マ ミ ク

ロコ力'ネ
体は暗赤 ]地 ~黒 Ti色。背面の光沢はにぶい , 
的背の側緑は, ほぼ中央で屈曲し, 前半でわずかに
1', 入する。 後緑は中央部を除いて1 列の点刻を具え
る。 小構板は全く点刻されないか, かすかな細点刻
を具える。 尾節板は雄ではなだらかに円く, 雌では
先端 ' 3 でやや中高となる。
分布 : 琉球列島 ( ill美大島, 徳之_島)。
本種は, 背面の光沢がにぶいことで近緩極と容場
に区別できる。

IV. Genus Po11ap1onyx WATERHOUSE, 1875
オオキイロコガネ属
本属は, 我国に産する1 種, 台湾に産する2 と

:明鮮に産する 1 種などを含めて7 種からなる小さな
属である。 外観は, aoiofn'c加'a属やAmp加'maao'1
属などとよく似ているが, 触角や爪の形状などから
区別することができる。
1. Pouap1onyx f iauidus WATERHOUSE, l875 オ
オキイ ロコ ガネ

体長16~20mm, 体は細長く,  」11t褐色~淡黄 色,
触角は10節で, 葉片部は雄雌とも3 節であるが, そ
の長さは雄では柄部の2'3, 雌ではおよそ ' '2。  前 I
節は雄では2 外歯を具えるが, 第2 歯は目立たない.
雌では3 外歯を具え, 第2 歯は明瞭であるが第3 歯
は口立たない。
分布: 日本 (本州, 四国, 九州)。
本種は熊本を模式産地とした新属・ 新種として記
械された。 平地~低山地帶で発生する種類のようで,
標高の高い場所では採集の記録は見られない ,北関
東以北では産しないか稀な種であるといえる。 灯火
に飛来する。

V. Genus SoPhrops FAIRMAIRE, 1887 ヒ メ ク ロ

コガネ属
本属は, 前述の aoiotnc加a属のコガネムシに比
べて小型で, 15mmを超す種類はほとんど見当らな
い。 現在までに約25種程度が知られている。

1900年 BRENsKEはスリランカに産する Puttala-
naという種を基に Hototnchia属の中にあって,
極く小型で後胸板に毛を欠くグループを Mcrofn-
chia という名のもとに新属として発表し, 同時に,
スリランカに分布する他の3 種をこの属に組み入れ
ている。 しかし, BRENsKEの言うMzcrofn'c ia属
の特徴は, FA IRMA IR E が1887年に中国の雲南に産す
るparoicePsを基として創設したSoPhroPs属の特
徴と全く一致する。従って, Mtcrotr ichia属はSo-
PhroPs属のシノニムと考えられる。我国には現在,
2 種類が琉球列島に分布する。

なし

a.   体色は赤 色~ 色。 前的背は暗色で上超は
それより色が淡い。各般は赤 色。 背面の点刻
は比較的小さく やや密である。  体長12.5~15
m m - - - - - - - subsp. 0m's加'i NoMuRA

b. 体色は暗赤掲色。  頭部および前胸背は黒色。
11 面および尾節板の点刻は基 IE種に比ぺ組い。
体長15~ l5.5mm

1. Sophrops kaωadai (NoMuRA, 1959) アマミヒメ
クロコカ'ネ
最初 Microtnchia属で記破されたが, 前述のよ
うな理山から本属に移されたものである。 産地によ
り次のような2 亜種に区別される。

subsp kaωadai (NoMuRA, l959), s. str.
f ﾉ美大島の城(  く -すく)  および西仲間を模式1' u1
として記救された。  7 月~ 8 月にかけて出現し, 灯
火などでかなりの個体が採集されている。
分布 : 琉球列島 ( 美大島)。
sul:sp. okinaωana (NoMuRA, 1977)  オキナワ

ヒ メ クロコ ガネ

神細本島の u一里を漢式産地として記破された,  発
生時期は, 基亜種とほぼ同じようであり, 個体数も
比較的多い。
分布 : 琉球列島 (沖細本島)。
両亜種とも個体変異がかなり見られるために, 外
部形態によって区別しようとすると, かなり難しい
面もある。  しかしながら雄交尾器の形態では, 明ら
かに区別することができる。
2. Sophrops komshi i NoMuRA,  1970 ヤ ェ ヤ マ

ヒ メ クロコ ガネ

前種と同様に, 本種も産地の違いにより, 次の2

3 -

日本産種への検索表

1.  頭幡の前綠中央は明らかに;nj入する。雄の触角
集片部は触角第2 ~ 7 節の長さを合わせたものと
等長, 雌ではそれより短い。雄の第5 腹節後系美中
央には小さいコプ状隆起を有する

a. 体色は暗iti色~濃赤 色。 前胸背はtStでは一
様に点刻される個体が多いが, 雌では中央後方
に縦の点刻を欠く部分を有するものが多い。 尾
節板は先端近くでわずかに高まり, ほぼ一t ﾆに
点刻される。 体長12.5~13.5mm - - - - - -

b. 体色は赤 色~淡赤 色。 前胸背は通常暗
色で上超は前胸背に比べ淡色であることが多い
前胸背は雄では中央よ り前方に縦のわずかな円
線を有する。 雄ではほぽ一様に点刻される, 尾
節板は基亜種に比べ中高となり, 点刻は画側で
しばしば融合する。 体長12.5~13.5mm - - -
- - - - - - - subsp. okinaωaensis NoMuRA
頭概の前緑はかすかに1'入する。 雄の触角集1:'
部は, 触角第3 ~ 7 節の長さを合わせたものと等
長, 雌ではそれより短い。第5 腹節後緑は高まら

No. 59 (Nov. 1982)

kaωada i NoMuRA

subsp kaωada i NoMuRA

o ms11i i N OM tl RA

subsp ve n a m'e%s is NoM u RA



や短し piCea MOTSCHULSKY

体長12~13mm

甲虫一ユース

,Ill組に区別されている。
subsp. om's加'i NoMuRA, 1970, s. str.
6 ~ 7 月に, 1一に灯火採集によって得られる,
分布 : 琉球列島 (石t ii島, 西表島)。
subsp yonaguniensis NoMURA, 1970 ョ ナグ

ニ ヒメ クロコ力'ネ
lJ-那国島の組納で採集された1 頭の離を基として

記,tiltされている。 我国に分布する本属中, 最も採集
記録の乏しいものである。
分布 : 琉球列島 (与那国島).

VI. GenuS Hexataemus FAIRMAIRE, 1891 ケ ナ

カ' クロコガネ属
本属は触角に大きな特徴があり, 雄では集片部が

6 節で長く伸長し, 柄部の2 倍以上にも達する。 雌で
は集片部は短いが, その節数が4 節あるいは5 節と
多い。 このような触角の特徴から本属を後述のHe-
PtoPhy11a属などと同一のグループ (族) とみなす学
者もいる。 いずれにせよ, 触角の特異な形態から,
他の日本産の話属との区別は容易である。 現在では
日本, 中国, 台,湾、から知られている2 種からなる小
さな属である。 そのうち我国には, 次の l 種が分布
している。
1. Hlexataemus protensis FAIRMAIRE, 1891
ヒケ'ナガクロコガネ
体長 : 11.5~ l5mm, 体は細長く , 'it程1色~ .tfl色。
触角は9 節で雄の触角集片部は大きく屈曲し, 柄部
の約3 借の長さとなる。 雌では集片部は5 節で, 柄
部より短い。 前胸背は一部で融合した点刻をやや密
にn・え, 中央にはかすかな縦凹線を有する。尾節は
雄では短く, 後緑の中央で''「1入し, 雌では長く中高
となり強く点刻される。 尾節板は雄雌ともにやや密
に点刻される。
分布 : 日本 (九州), 中国。

VII. Go?uS Heptojlhy11a MoTscHULsKY, 1857
ナ力'チャコガネ属
現在までに,  日本, 中国から3 種2 亜種が知られ
るだけの小さな属である。 そのうち我国には2 種2
種が知られている。

日本産種の検索表
1.   体は暗褐色。頭部の点刻はやや組く密であり,
各点刻間には明らかな徴細点刻を有する。 雄の触
角葉片部は長く, 第5 節はそれより前の集片部の
3'4 の長さとなる。 体長13.5~15mm - - - - - ・
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第 59 号 ( l982年l l月)

<、。 雄の触角第5 節は基亜種に比べやや長い。

suしsp maenami i NoMuRA

tOSa na M IYATAKE

1'.  頭部の点刻はやや大きく, 前種に比べ密でない
雄の触角第5 節は,  第7 ~10節の2.'3 の長さかあ
るいはやや短い程度。 第6 節は第7 ~10節よりや

体は淡黄褐色~暗褐色。前胸背には中央付近に
直立した毛を有する。 雄の触角第5 節は第7 ~
10節の2,, の長さ。  第4 節は突出するが伸長し
ない。 体長12~15mm

SubSP. PiCea MoTscHULsKY
b・   体は黄褐色~褐色。前胸背には直立した毛を欠

c.   体は黒色~暗 色。 雄の触角第5 節は第6 節
よりやや短い程度。 第4 節は長く伸長する。 体
長10~ l t. 5mm - - - - - subsp. iriei KusuI

1. H1eptoj)hy11a tosanaMIYATAKE, 1963 トサナ

ガチャコ ガネ

高知県の室戸岬と中村市近郊で採集された3 頭の
標本に基づいて記 された。 原記校以降, 模式産地
以外からの記録は見あたらない。
分布 : 日本 (四国 : 高知県)。

2. HlePtophy11a picea MoTscHULsKY, 1857
ナガチャコ ガネ

本種は伊豆下田を模式産地として記載された。 東
京付近では,  6 月中旬~ 8 月にかけて夕方より活動
を始め, 灯火にも飛来する。 平地~山地にかけて,
琉球話島を除くほぽ日本全土で採集され個体数も多
い普通種である。
本種は次にあげる3 亜種に区別することができるc
subsp. picea MoTscHusK、', 1857, s. str.
日本本土に広く分布し, 個体数も多い。 地域によ
り, 色彩および触角の形態には変化が見られる。
分布: 日本 (北海道, 本州, 四国, 九州, 屋久島,
対馬) , 朝鮮。

SubSP maenamii NOMURA,  1969 イズナガチ
ャコガネ

伊豆諾島に広く分布しているが, 各島ごとに触角
の形態などが少しずつ異なる傾向がある。 亜種名は,
長年にわたって伊豆諾島の 虫相を調査された前波
鉄也氏に献名されたものである。
分布 : 日本 (伊豆話島)。
SubSp. iriei KusuI, 1971 イ リ ェナガチャコ ガネ
-下af島産の標本を基に記 された。 学名は本種の
採集者である入江平吉氏に献名されたものである。
分布: 日本 (九州 : 下Ia良島)。

VIIi. GenuSBrahmina BLANCHARD, 1850 アカチ
ャコカーネ属
PLANCHARoがこの属を創設した際,  彼は他のク
ロコガネのグループと本属を区別する特徴について,
爪が先端において切れ込むといつただけの内容の記
破しかしていない。 そのため, BRENsKE (1892),
REITTER (1902) 等によって, 属としてのより明確
な特徴が検討され, それ以前に発表された種につい
ての整理がなされている。  しかしながら,  まだ一部
には属の位置づけに疑間の持たれるような種が残さ
れている。現在までに, 旧北区, 中でもヒマラヤを
中心とした地域などから, 約70種が記載されている。
我国では, 琉球列島に2 種が分布しているのみで
ある。

日本産種の検索表
1.   体は大型 (15.3mm)。  褐色~赤褐色。背面は
頭構を除き編つや状光沢を呈する。 一見したとこ
ろでは気付かない程の非常に徴細な軟毛を有する
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- - - - - - - ・ ・ - - - - - - yaStai NOMURA
体は小型 (10. 5mm)。黄掲色。背面は明らかな
占、刻があり, 各点刻からは短かいが明らかな横臥
した黄褐色の毛を生じる一sakishimana NoMuRA

1. Brahmina yasmi NoMuRA, 1970 ビロゥ ド

アカチャコ ガネ

西表島で採集された2 頭の雌個体に基づいて記載
された。 原記般以降, 本種が採集されたという報告
はなく, 筆者も残念ながら棋式標本以外の標本を検
した事はない。
分布 : 琉球列島 (西表島)。

2. Brahmina sakishimana NoMuRA,1965
アカ チャコカーネ

西表島で採集された1 頭の雌の標本を基に記救さ
れた。 原記破以降採集の記録は見当らないが, 筆者
の手許に離の標本があるので, 簡単にその特徴を記
しておく。 色彩および体長は雌と変わらない。 触角
集片部は柄部とほほ等長。 第6 節および第7 節は先
端でやや突出するが伸長しない。 尾節は比較的事al 広
く前方に向って中高となる。 尾節板はほぼ平;lfl。 前
解_節の端歯は極く短い。
分布 : 琉球列島 (西表島)。

I X . Genus MetabolMs FAIRMAIRE, 1887 チョ ウセ

ンキコ力' ネ属
前述の Brahmina属と極めて似た外部形態を持

_' か n しよ

0クロナガハムシ五家荘に産す
ク ロナ力' 、ム シ Orsodacne arakii CHuJ0は,

寒冷地に産するハムシのようで, 本州 (中部以北の
山地) と四国 (剣山) から知られているが, 筆者は
熊本県五家荘において, 本種を採集しているので記
録しておきたい。
熊本県五家

fE白島山(Mt.
Shirator i) (標
高約 l500 m
付近) 3頭,
24. vi. 1982 ;
5頭, 25. vi.
l982, 筆者採
集保管。
本種はハム
シとしては変

っていて, -
般に山地の花
上で得られて
いるが,  当地
ではサ ワフ タ

ギの花上より
採集した。 採
集場所は,  キ
ペリカタ ビロ

'i
 

・

五家荘産ク ロナ力'ハムシ
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つが, 触角が9 節である点で区別されている。 現在
までに,  トルコ, 中国, 台湾, 朝鮮から6種が知ら
れている。
1. Metaboh‘s impressifr、ons FAIRMAIRE, 1887
チ ョ ウ セ ン キ コ ガネ

本種は中国の北京を模式産地と して記」,成 された種
であり, 中国および朝鮮に分布する。 1895年, LE - s
は 1zyzot rog g m om'c“s という観類を九州の五
島列島から記破しているが, その記破から考えて,
この種類は本種のシノームであることに間違いがな
い。また, 新島・ 木下 (1923) が朝鮮の水原を模式
産地として記破した M ndiba koreanaも本種のシ
ノームと考えられる。
体長 : 11~15mm淡黄掲色~黄 色。 ;Ill:面には毛
」・なく , かなり強い光沢を帯びる。 前頭には両側に
かなり強い隆起があり中央は凹む。触角葉片部は,
離では柄部とほぼ等長であるが雌では柄部の ' '2 よ
り短い。
分布 : 目本 (九州: 五島列島) ( ? ), 朝鮮, 満州,
中国。

LEWIS の五島列島からの記録は, その後の採集記
録はなく , 筆者も国内産の本種を検した事がないの
で, 本稱が国内に分布しているかどうか甚だ疑わし
い。 (東京都練馬区)

ハナカミキリ Pachyta erebiaが採れている内大臣
同見岳とは峰続きで, 行梁山脈の中心部ということ
もあり, 他にも中部山[i1-以北でしか記録のないよう
な北方系の.El虫が生患しているかもしれない。
本種は色彩変異の多い種であるが, 五家荘産は,
上翅は黒褐色, 足は-fQi倹 F~黒褐色で , 上翅に種
の淡色紋を持つものや全体淡色になる個体は含まれ
ていない。
末筆ながら, 五家荘について色々 御教示いただい
た大塚動氏に心より厚く御礼中しあげる。

( 長崎県島原市, 今坂正一)
0コモンチビオオキノコムシの新産地
コモンチ ビオオキ ノ コムシ T r i toma CenCh r is

LEWIS は, 関東では平野幸彦 (1977, 神索川虫報
(52) : 27) による箱根大、お兩谷が知られているだけで,
かなり珍らしい種類であると思われる。 また神案川
県においても箱根地方以外での新産地の発見は, 本
種がl暖地性のものと考えられることから否定的にな
らざるを得なかった。 しかし, 今回丹沢にも分布す
ることが明らかになったので報告する。

1頭, 神索川県西丹沢鬼石沢, 6. viii. l982, 筆
者採集。

(神奈川県綾瀬市, 西川正明)
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0対馬から新記録のハネカクシ追加 2  ( ハネカク
シ科分布資料9 )
対馬のハネカクシに関しては, l' l水・ 宮田 (1975

: 対馬の生物, 647~648) によって, 1974年までに
同島から記録されたハネカクシ類23種が収録されて
いるが, その後,  渡辺 (1975 : 1 種), 渡辺・ 岸III
( l976 : 15種; 1978 : 5種), 田 (1978 : 7 種)お
よび渡辺 (1982 : 3 種) 等によって追加報告がなさ
れ, 現在まで同島産のハネカクシ類は54種が記録さ
れている。 ただし,  前々号の本誌で渡辺 ( l982) J
.l記録極として報告した Medon Ieωisit‘s (SHARP)
は, 既に栄田 (1978) によって記録されていたので
既知 `l  と訂正する。  従って,  実際の同島産既知ハネ
カクシ類は53種ということになる。
最- 近, 者は東京理ﾆ  業大学民虫学研究室に所 
れていた標本中から同島より木一記録の下記4 種のハ
ネカクシを見出したので,  ここに記録し標本を寄
された来川,_,昭博.L: の御厚意に報いたい。 この報 '
の結果, 対馬産 、ネカクシ類として57f重が判明した
ことになる。
なお, 下記のいずれの極も採集地は厳原, 採集年
月日は1964年 6 月 9 日, 採集者は釆川l l昭氏である.
1. Stenus (Nest lls) melana r ius υerecundus

SHARP 1 .

2. As tenus ch1oroticus (SHARP) 1 .

3. Stilicopsis setigera SHARP 1 .

4. Lobrathium partitum (SHARP) l
( 東京f1-大, 渡辺1? 明)

0西表島からキムネチビモンヒゲナガソウムシの記
録
キムネチビ モンヒケ' ナガゾウムシ (新称) Dero-

pygus f tatlicoltis MoRIMoTo, 1978 は,  f?美大島
湯湾岳および石ii i島オモト li1-から採集された標本に
基づいて記破された極であるが, 者は国立科学1111
物館の,In沢良彦博士の御好意により,  これまで記録
のなかった西表島産の漂本を検する機会に意まれた
ので分布資科として報告しておく。 常日I i i有益な御
助言を見i ﾕわる, fn一沢良彦博士に深謝中し1_げる

2頭, 沖細県西表島コザ岳, 17. v. 1973, 中根
i 彦採集, 国立科学f専物館所蔵。

(東京 大, 妹尾俊男)
0 トカラ列島中之島からヤッポシヒゲナガソウムシ
の記録
ヤッ ポシ ヒケ'ナカ' ゾウムシ eropyg lls 1us t n o

SHARP, 1891 は, Ichiuchiから Lewisによって採
集された2 頭の標本に基づいて記載された種であ り
現在までに本州, 四国, 九州, 対馬から記録されて
きた。最近筆者は, 九州大学農学部 虫学教室の森
本柱博士の御好意により,  トカラ中之島産の本極の
標本を検する機会にTti まれたので報告する。

1頭,  トカラ列島中之島,  1. vii i973 ; 11頭,
28. iv. 1975 : 1頭, 30. iv. 1975,  入江平吉採集
チビモンヒケ'ナガゾウムシ属(新称) Deropygusに
含まれる種類はいずれも背面の]IIE紋に しい変異が
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認められ, なおかつ互いに酪似するが, 主として尾
節板及び生?CI節の形態に安定した種の標徴が現れる。
そこで上記のトカラ中之島産の標本と九州及び対馬
産の標本のそれらの形質に関して比較検 tしたが,
特記すべき、t異は認められなかった。
末筆ながら, 常口 ^ i御指導を l l易わる XA 桂博士
に感謝中し上げる。 (東京農大, 妹尾俊男)
0クロサマメゴモクムシの採集例
ク ロサ マ コ'モ クム シ S'emoiop1zas osaz TA-

NAKA は関東地方では個体数も多いが西日本では岩
i -)i山よ り知られているにすぎない。
者らは和歌111 県白ii-,・温泉付近で本種を採集して

いるのでここに報告しておく。
2 , 和歌l ll県西率理.部r i浜町内の川, l7. x.

1981. 森、田識司, 田中昭太郎採集 : 3 ,  和歌山
県西率 部白浜町 , 30. x . 1981. 田中昭太郎採
集
(東京部港区, 森田誠司・ 和歌ll l県西率・部
田中昭太郎)
0 Shigno rhombi formis MO田MOT0 石垣島
の記録

本極はMoRIMoTo (1981) によって, 美大島,
沖細本島, 宮占島, 西表島の各島産の3 6 を

タイプとして記i 曹ｳれたシキ  ゾウ シであるが , 
ill島からは記録されていないので, 者の所有して
いる標本を報告する。

1頭, 石垣島米原, 25. vi i i. 1974, 川付 修:l来集。
l 頭,石ilri島於茂登 , 29. iv. 1976, 高橋隆f,,採集。

(和歌山県有田部, 的場 )
0台湾未記録のオオヒケ'ブトハナムグリについて
ォォヒケ'ブトハナムグ、) Lichnanthe splendens

YAwATAは1942 年与那国島を模式産地として記破
された種であり, その後石tii島からも追加記録され
ているが, 台湾からは未だ知られていないようであ
る。 筆者の手元に台湾で採集された1 個体があるの
で報告しておきたい。

l , 9. vi. 1976, 陳文青E採集
なお, 原記較には「体に密に'n色毛を装う」 とあ
り, 筆者の検した石」ii 島産の でも全て体毛はtn色
であったが, 台湾産の個体では??i色111であった。 体
1- 以外には全く区 別点は見い出せなかった。

(大阪府池川市, 越智輝雄)
0タンザワツヤヒラタゴミムシの新産地
タ ンザワッヤヒラタ ゴミムシ Synuchus tanZa-
ωa,u‘s (HABU)  は神索川県丹沢山を原産地として
記,ll定された種で, その他富士山, 箱根, 丹沢札掛か
ら知られている。 筆者は本 を下記のとおり採集し

ているので新産地として報告する。
1頭, 神奈川県真解岬, 3. xi i976 ; 9頭, 静岡
県天城山, 19. vii i975 ; 1頭,  東京都奥多庫御岳
山, 27. ix. 1975; 7頭, 同, 3. x. 1975.
比較的広く分布する種の多いSynuchus類の中で
この種は富士箱根丹沢とその近接地域に局限されて
分布するようである。 (東京都港区, 森田誠司)

-  6 -
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0伊豆諸島未記録のコメツキムシ2 種
筆者は従来伊豆話島から記録のなかった下記の2
極のコメツキムシを所持しているのでここに報告し
ておく。
1. オオサビコメツキLacon maeklinii (CANDEzE,
1865) (写真A)
御蔵島里: l頭, 21. vii i974, '離者採集 ; 1 頭,

23-24. vi l. 1974,  ライト トラップ, 筆者採集。
三宅島大路池 : l頭, 29. vii i975,  藤田 採集。

本種は北海道・ 本州・ 四国・ 九州 - 屋久島に分布
することが知られていたが, 伊豆諾島からの記録は
なかった。成虫は111にライトによく集まり, 幼虫は
描木等に入る。筆者は本極の幼虫をタンナサワフタ
ギの立枯れの中から見出した11があるが, その際幼
虫がトガリパホソコ ,、ネカミキリ N,ecydal is for-
mosa,1a m ima m HAYAsHl の幼虫を捕食している

のを観察した。大平 ( l962年, 民虫, 30: 126- l29,
pl 5) は,  ,Iii:美大島産のt票本に基づいて本種幼虫の
形態記較を行なったが, 現在では本種の分布域から
「 d美大島」  は除外され,  代りに近緩のヤェヤマサ
ビコ メ ッ キ Lacon ya?eye_tana (MIwA, 1934)
力分布することが知られているので, 大平の幼虫記
検は後者の誤りかもしれない。

B
2. コ ガ タ ノ サビ コ メ ツ キ Lacon Paral ielt‘'S
(LEWIS, l894),ssp. (写真B )
御蔵島里~In,崎高尾: 1頭, 1. v. 1982, 長谷川
道明採集。
原名亜種L. para11elus para11elus(LEWIS,1894)
は北海道・ 本州・ 四国に分布することが知られてい
るが, 個体数は少ないようである。 美大島には別
種 L. para11elus amalmensls OHIRA, 1967 を

産するが, 体は赤褐色でより小型 (約9mm) であ
り, 前胸背板中央には縦構を有さないことで区別さ
れている。今回御蔵島で採集された個体は, 体長
12.5mmで, 体は赤褐色~暗赤褐色, 前胸背板はよ
く盛り上るが, 中央には大変浅くて狭い不明瞭な縦
1構が認められた。 前胸背板の形質は電美大島のもの
にやや似るが, 体長に差があるのと, 美大島のも
のをまだ検したことがないので,  ここでは亜種の決
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定は控えておく ことにした。

HAYEK(1973), Bull. Br. Mus nat. Hist (E'tt ).
Suppl., 20 : l -309) は Alaolypus属を Lacon 属
のシノニムとして扱い, 亜属としても認めなかった
が, 0HIRA (1977)  の日本のコメツキムシのチェッ
クリストでは Alaotypusは Lacon 属の亜属として
ク? し,  Lacon 属をサビキコリ亜科 Agrypninaeか
らウパタマコメツキi[E科Chalcolepidinaeへ移した。
最近の STIBI K (1979, Paci f. 1'ts., 20 : 145-186)
の論文では, サビキコリ亜科及びゥバタマコメツキ
,IE科は共にPyrophorinae亜科のそれそ'れ族とし
て扱われ, Lacon 属はサビキコリ族 Agrypniniに
i'めている。
本筆ながら報告するに当り, 標本を御恵与下さっ
た藤m宏 ・ 長谷川道明両氏に心から感認する。

(東京農大, 鈴木 亙)
0エグリヒゲナガソゥムシの四国からの記録
エグリ ヒケ'ナ力' ソ' ウムシ Gi00er i%cistes(SHARP

l891) は,  日本からは本州, 九州が分布地として知
られている。 妹尾 ( l979) は,   「新潟県産のヒケ'ナ
力 ソ ウムン科」  (新潟県の 虫 : 越佐i t 同好会)
を執筆した際,  手許の標本に基づいて四国も本種の
分布地としたが, 四国からの詳細な記録は見当らな
いので採集データを加えて改めて報告する。

1頭, 要媛県小田 (標高 200m),  21. vi. 1964,
管 晃採集。
本種は, Tropideres属で記械されたが, JORDAN
(1912) によって Di rectanus 属に移され,  it li近

MoRIMoTo (1981) によってGibber属に含められ
た。
末筆ながら, 貴重な標本を提供して下さった摘 嘉

, w氏に深 中し上げる。 (東京基ｶ大,  妹尾俊男
0北海道・ 渡島大島のスジコガネ類
北海道南部の渡島 (おしま) 半島の西方約50km
の海上 (北和t41度半, 東径139度半) に大島という
小さい島があるが,  この島で採集されたスジコがネ
Iii科のコカ' ネムシ類を検する機会を得たので, 下記
のように記録しておく。 採集データはすべて同じで
ある。

1982年7 月11, l3日 長尾康採集。   標本は筆者
保管。
1. ヒメ コガネ Anomala rufocuprea MoTscHu-
LsKY 8 , 5 (緑色個体 5 , 2 ; 銅緑色個

体1 , 1 ; 紫細色個体 2 , 2 )。 このよう
な体色の出現は, 本州東北部や北海通渡島半島とく
らべてほぼ同様のものといえる。

2. セマダラコガネ Biz'toperf1ia onentai 's(WA-
TERHOUSE) 2 。 1 頭は標準的な];IE紋をもち,  もう
1頭は黒化の度合の高いもので紫金色の金属光沢を
強くもっている。体長はいずれも11mm。 このよう
な個体は, 本州各地の低平地および北海適半島部に
ひろくみられる個体群と同様である。
標本を寄贈して下さった長尾 康氏に深くお礼を
中し上げる。 (東京都杉並区, 石田正明)



「11虫ニュース

0食菌性甲虫3 種の生態
1. オ オナ力' キスイ CryptoPhagus enormis

H ISA MATSU

本極の成虫はマツの結木に生ずるヒ ト クチ タ
Cryptoporusυ01υatusから採集されることで知られ
るが, 東京浅川で5 月 句に写真に,1、:'すようにヒ ト
クチタケの子実体に深く ' 厓Eする幼虫を観察するこ
とができた。 hf-真は子実体を縦に切断して孔道と幼

(尾部) を写したもの。幼虫は5 月下句ごろ子「11
体の中で成虫となった。

2. ヶモ ンケシキス イ Atarj)hia fasciculata
REITTER
神プf 川県大山で昨年9 月下旬に枯枝に生えたチャ
コ ブタケ Dald ina concent nca 数個を採集し容器
に入れておいたら, 10月上旬にケシキスイ幼虫約10
頭が.iLlい出してきた。 幼虫は土中へもく- って越冬,
_春に土中で ｩar化,  次いで本種の成虫となった。
秋に幼虫が出現するセマルケシキスイ類Cychra-

mus も幼虫越冬である。
3. ウスオビキノ コケシキスイ Pocad ites d i la-

t imanus (REITTER)
多孔菌に集まることで知られる本種の成虫を5 J-1
上旬, 神 川県高麗山付近のクロマツの結木の樹度
上から約20頭を発見した。 樹度にはわずかながら多
孔菌の子実体がみられた。 幼虫は発生していなかっ
たが, 樹皮と多孔菌を容器に入れておいたら5 月中
r1に多くの幼虫が出現した。幼虫は土中へもぐって
「l化,  6 月上句には土中で成虫となっていた。 卵か
ら成虫までの期間は約1 カ月。

(横一浜市港北l・く, 林 長閑)

第 59 号 (1982年11 月 )

0奥尻島および北海道未記録のゴミムシダマシ
者は今 (1982年),  北海道西南部で採集する

機会があったが, その際得た以下のゴミムシダマシ
科の甲虫は, 中根 彦・ 益本仁離 ( l969, i-t虫と自
然4 (8-9) :23-29, 32-34)  の目録,  中根猛彦

(1975, 国立科博専報 (8) : l63 - l66) の分布表に

北海道が産地としてあげられていないので, 既に採
集されているものかもしれないが, 記録しておきた
いo
チビキノココ ミムシダマシ platydema Sy1υest「e

LEWIS: 1 頭, 渡島支庁大1事f ill, 12.viii., この個
体は, 本州産に比べl f面はあまり まらないが, 間
室がより隆まる。
クロホ ソゴミムシダマシ Hypoph1oeus colydi-

oides (LEWIS) : 8頭, 情山支庁奥尻島神威111, 14.
viii。 全てブナの立枯から採集した。
ニジゴ ミムシダマシ Tet raphy11us lunulige「

(MARsEuL)  : 1頭, 奥尻島幌内温泉, 14. viii。
( 神 川県絞瀬市, 西川正明)

0チャバネヒメヒラタゴミムシの山梨県における記
録
チャバネヒ ..,t ヒ ラ タ コ' ミムシ AgOntan ( Eu「o-

pt‘ilus) j'urecekiam‘m JEDLlcKAは東シベリアから
記載され, わが国では vヒ海道の帯広,  池田町,  石持
町等に記録があるがいずれも個体数は少ないようで
ある。本州ではHABU (1963) による長野県法'ケ架
の記録があるのみで, 他に採集例はないようである。
筆者は本種を山梨県三ツ峠山で採集しているので,
本州における2 例口として報告する。

1 , 山梨県三ツ峠山, 18. vi. 1978.
Europhilus 属の極は通常湿地帯に生息するもの
であるが, 本種を採集した所は三ツ峠山山頂付近の
比較的乾燥した車原の石下で, 異例のこととl3.われ
興味深い。 末尾ながら本種を同定していただき, 文
献等をご教示くださった笠原 磨生氏に深謝する。

( 神・'一川県川崎市, 田尾美野留)

甲虫談話会
会費 (ーケ年) 2000円, 次号は12月30日発行 .]'定
発行人 黒澤良彦
発行所 lf1虫談話会 東J、都台東l Y:上野公開
国立科学t専物館動物研究部内
電話 (364) 2311, 振 ff東京0-60664

一
一'

-

帶'-
-

-
-

~

板
き

￥

8

地
製16

-

(

合
つ

3

を
￥

5
,

 

桐
に

第
ど(

2 2

一

,

箱,
,

な

、。

所

1
7 9

一

~.
00 0

十

95 0

針

2

一

2
134

-

一

5

、8,

￥

作

島

<

一

￥

00 '
1 3,50 0'

製
、

替
一

一

大5

￥1

各'f

京
振
一

一
具

製1

下

￥,

を

文~

一
器
木
￥

'

ミ

'

一

・一

識

o5 0,

一

ツ

u

一

4-
~

昆

標
標
帶,

1

す

13
8

~

一
の
型
型
地)

￥
ま

1
)

-

1
 

一

g
 

一
編
「
〒
一

一

-
.M

、

￥

,

一
電

,-
'

一

8

く

(
-

-
-

-
  

.
 

、

一

・

・・1
-

)
-

,
)

-

)

他

。

6

ん

-

一

 
!

円
の
す
一
ば

社
一

一

!
80

そ

ま7

一

一

針

1

り

一
目一
・

-

・

6

及

虫
本
た
あ
丁

.

へn:

一一8

し

て1

ム

普
一

一
」
頭1

ま

え
谷(

-

一
虫

有

号

き

揃

渋01

虫)

一
昆
た

で

取
、
区64

~

賀
き

も
も
谷
一9

一

一

口

--

一
は.S

4
-00

種一

S

標

賀
一

一
器3

認

東(

志
一

一
の

で

,

有

理50

話

替

一
虫

本2

、,

整1
-

-

一

>

昆

日1

お

本

〒

電

振

一

一

一

標~.-
-

-

一


